
「人間の能力で可能な限りの努力をしたら、あとは焦らず静かに結果を天の意思に任せ

る。」と言う意味があります。全力を尽くしたのであれば事の成否は人知を越えた天任せ

なのだから、「どんな結果になろうとも後悔はない」という気持ちで臨んで欲しいと思いま

す。

公立高校の受検校を決定しました。公立受検にのぞむ人

は決意を新たにしたことと思います。進路が決定した人も

家の人も先生もみんなで応援しています。しかし、４月か

らの長丁場の生活で緊張や不安が大きくなっている人もい

るのではないでしょうか。

基本的には、これまで取り組んできたことや今まで利用

してきたものを繰り返し学習することがよいでしょう。

「新しい問題」や「難しい問題」に挑戦し得点をさらに伸ばす努力もありますが、今の力を

より確かなものにすることも大切です。また、昼間に集中力がはたらくような頭と体にするた

めに学校での学習・生活を充実させましょう。そのためには、クラス全員が公立受検をする気

持ちで授業に各活動に全力で取り組みましょう。エネルギーは、生活から生み出されます。そ

して、友だちと何気ない会話を楽しみましょう。

全員希望校合格に向けて

体調管理に努める。継続して感染対策（手洗い、マスク、換気）に留意する。□

ケアレスミスを少なくすることを意識してプリント、模擬テストに取り組む。□

笑顔で会話を楽しむ。□

倍率を気にしない□

裏に今後の日程、救済措置について記載してあります。

「諦めたらそこで試合終了ですよ。」（スラムダンクより）
思うようにならず、焦りも出てくるかもしれません。ですが、そこで諦めたしまったらそこで終わりで

す。合格を信じて、勉強すれば合格する可能性は、無くなりません。頑張ってください！
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今後の主な日程

２８日（火）直前模擬テスト（国、理、英）

１日（水）直前模擬テスト（社、数） ３限自己採点

６日（月）３限激励会（11:30全員下校）（下見は、各高校からの連絡を確認）
７日（火）公立高校入試１日目（国、理、英）

８日（水）公立高校入試２日目（社、数、面接・適性検査）

＊未受検の人は、１，２限自習などを行い下校（給食なし）

９日（木）午前：全校レクリエーション 給食、下校（荷物の持ち帰り）

１０日（金）午前：卒業式予行練習、準備 給食、３年の活動、下校（荷物の完全持ち帰り）

１１日（土）第７５回卒業証書授与式

１５日（水）合格発表（12:00各高校で掲示）

救済措置について（県教委）・・コロナ感染などで当日受検できなかった場合

（1）対象者

全日制課程一般入学の学力検査等の一部又はすべてを欠席した者のうち、本人からの申請に

基づき、志願先高等学校長が審査し、追検査を実施するものとする。

（2）申請

追検査の受検希望者がいる場合は、当該生徒の状況及び意思を確認し、令和５年３月７日

（火）、８日（水）の両日とも原則午前９時までに、志願先高等学校長に対して電話にて伝える

（3）追検査

①期日 令和５年３月２３日（木）に各志願先高等学校において行う。

②検査内容

9:00～ 9:40検査Ⅰ（国語、外国語）国語 40点、英語 40点の計 80点満点

＊外国語「聞くことの検査」は行わない。

10:00 ～ 11:00 検査Ⅱ（理科、社会、数学）理科 40 点、社会 40 点、数学 40 点の計 120 点満点

＊面接及び適性検査は、実施しない。

（4）合格発表

３月２３日（木）に中学校長に送付する。高校での合格発表は行わない。


